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１ . 江 戸 幕 府 が 統 治 の 指 導 原 理 と し て 官 学 に し た 、 性 即 理 や 大 義 名 分 論 の 強 1

調 を 特 色 と し た 儒 学 。

２ . PE R S O N 江 戸 初 期 の 儒 学 者 で 、 五 山 の 僧 侶 や 公 家 の 教 養 か ら 儒 学 を 独 立 2

さ せ た 「 近 世 儒 学 の 祖 。 家 康 に 講 義 し た が 仕 え ず 、 弟 子 の 羅 山 を 推 挙 。」

３ . 藤 原 惺 窩 が 重 視 し た 、 世 界 と 個 人 が 理 を 媒 介 に し て 通 じ 合 っ て い る と い 3

う 朱 子 学 の 考 え 方 。 世 界 の 在 り 方 と 個 人 の 生 き 方 が シ ン ク ロ す る ？

４ . PE R S O N 江 戸 初 期 の 朱 子 学 者 で 、 四 代 の 将 軍 に 仕 え た 「 林 家 の 学 （ 林 派 4

朱 子 学 ） の 祖 。」

５ . 林 羅 山 が 朱 子 学 の 強 調 す る 大 義 名 分 論 を 発 展 さ せ て 、 君 臣 上 下 関 係 の 定 5

め を 天 理 と し た も の 。 こ れ に よ り 、 幕 府 支 配 体 制 を 正 当 化 。

６ . 林 羅 山 が 個 人 の 道 徳 的 修 養 を 奨 め 、 私 利 私 欲 を 戒 め た 徳 目 。 武 士 道 に 大 6

き な 影 響 。 語 義 ： こ こ で は 「 う や ま い 」 で な く 「 つ つ し み 」 の 意 味

７ . 林 羅 山 が 上 野 に 創 設 し た 私 塾 が 死 後 、 将 軍 綱 吉 に よ っ て 神 田 の 湯 島 に 移 7

さ れ た 後 に 、 林 家 が 主 宰 す る 幕 府 直 轄 の 学 問 所 と な っ た も の 。

８ . PERSO N 江 戸 前 期 の 朱 子 学 者 ・ 神 道 家 で 、 儒 神 二 道 を 結 び つ け た 。 8

９ . 山 崎 闇 斎 に よ る 儒 神 二 道 を 結 び つ け た 神 道 。 神 人 同 一 説 で 天 皇 崇 拝 に 基 9

づ く 大 義 名 分 論 と 封 建 道 徳 を 説 き 、 後 の 国 粋 的 な 尊 王 運 動 に 影 響 大 。

10. 山 崎 闇 斎 が 主 張 し た 個 人 の 道 徳 的 修 養 （ 羅 山 と 同 じ ） と 倫 理 の 教 え 。 10

11. 儒 学 の 原 典 で あ る 「 周 公 （ 周 代 の 政 治 家 で 名 は 旦 ・ 孔 孟 の 学 」 を 直 接 11）

学 ぼ う と す る 日 本 儒 学 派 。 官 学 の 朱 子 学 派 や そ れ に 反 発 し た 陽 明 学 派 に 対

抗 。

12. PE R SO N 江 戸 前 期 の 儒 学 者 ・ 兵 学 者 で 古 学 派 三 人 衆 古 学 聖 学 12、「 」。「 （ ）」

を 初 め て 主 張 。

13. 山 鹿 素 行 が 説 い た 武 士 の 使 命 感 （ 人 倫 の 道 の 実 現 ） と 修 養 の 道 徳 観 。 武 13

士 道 に 大 き な 影 響 。

14. 山 鹿 素 行 が 説 い た 士 道 や 後 の 武 士 道 に 相 当 す る 、 古 代 ロ ー マ に 起 源 を 持 14

つ 「 高 い 身 分 に 伴 う 義 務 」 や 責 任 感 の 徳 目 。 仏 語 の noble s se ob l i ge 。

15. 山 鹿 素 行 の 主 著 で 初 め て 古 学 聖 人 の 教 え に 直 接 学 ぶ を 主 張 し 15、 「 （ ）」 、

そ の 要 点 を 記 録 し た も の 。

T.Q.「 羅 山 は ど の よ う に 幕 府 支 配 を 正 当 化 し た か ？ 」

T.A.

羅 山 は 儒 教 の 考 え を 政 治 に 上 手 に 活 用 し 、 朱 子 学 に よ っ て 社 会 ・ 身 分 秩 序 を 守 る こ と を 重 視

し て い る 。 上 下 定 分 の 理 や 敬 を 強 調 し た が 、 こ れ ら は 戦 国 時 代 以 来 の 混 乱 を お さ め る 必 要 か

ら 説 か れ た 考 え 方 で あ り 、 政 治 的 に 幕 府 の 支 配 体 制 を 正 当 化 す る こ と に な っ た 。


